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雪国に住む私たちには、
春の雪融け水が陽光のもとで、

音をたてて川にほとばしり出るのを見ると、
ある種の感慨にとらわれる。
冬の間の苦と楽が、

流れの中に幻となって消えていくからであろうか。
そろそろ冬の声が聞こえる。

今年度の表紙のテーマ

「フラワー長井線と四季」

★長井商工会議所ホームページをご覧ください。

地域経済の牽引役、会員事業所の成長・発展のお手伝い
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長井商工会議所会報2016

12
december

総会員数：888事業所/平成28年11月25日現在

臨時議員総会　～新会頭に加藤眞佐夫氏を選任～

青年部会　創立40周年、発展誓う

ニ
ュ
ー
ス

ワ
イ
ド
　
　

ト
ピ
ッ
ク
ス

長井商工会議所



新
会
頭
に
加
藤
眞
佐
夫
氏
を
選
任

新
会
頭
に
加
藤
眞
佐
夫
氏
を
選
任

副
会
頭
大
竹
薫
氏
、渋
谷
道
治
氏
、尾
形
美
紀
子
氏
に
。

臨
時
議
員
総
会

　

議
事
終
了
後
、
前
期
で
勇
退
す
る
４
名
（
※
飯
澤
榮
氏

は
感
謝
状
贈
呈
式
欠
席
）
に
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
名
の

感
謝
状
が
加
藤
会
頭
か
ら
伝
達
さ
れ
、
代
表
し
て
、
平
忠

一
氏
よ
り
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。○平　忠一氏（㈱平野屋/常議員　31年）写真右

○横山英二氏（㈱長井製作所/常議員・議員通算24年）写真中央

○渡部秀一氏（渡部秀一司法・行政書士事務所/議員15年）写真左

○飯澤　榮氏（㈲二ツ橋商店/議員12年）

　

11
月
１
日
、
当
所
に
お
い
て
、
第
16
期
議
員
改
選
に
伴

う
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
。
議
員
58
名
が
出
席
し
、
新
会

頭
に
加
藤
眞
佐
夫
氏
（
㈱
加
藤
紙
器 
代
表
取
締
役
社
長
）

を
選
任
し
た
。
副
会
頭
に
は
、
大
竹
薫
氏
（
お
お
た
け
・

か
お
る=

大
竹
電
気
工
事
㈱
代
表
取
締
役
）
渋
谷
道
治
氏

（
し
ぶ
や
・
み
ち
は
る=

山
形
中
央
信
用
組
合
常
務
理
事
）

尾
形
美
紀
子
氏
（
お
が
た
・
み
き
こ=

㈱
喜
助
常
務
取
締

役
）
の
３
名
を
新
任
、
専
務
理
事
に
は
、
塚
田
弘
一
氏
を

再
任
し
た
。

　

続
い
て
常
議
員
・
監
事
の
選
任
（
選
考
委
員
で
選
任
）

が
行
わ
れ
、
常
議
員
に
青
木
芳
夫
氏
、
安
部
義
裕
氏
、
飯

鉢
文
吉
氏
、
五
十
嵐
順
子
氏
、
梅
津
正
博
氏
、
大
山
勲
氏
、

小
川
章
氏
、
北
原
正
氏
、
黒
澤
栄
氏
、
小
関
利
一
氏
、
齋

藤
喜
内
氏
、
斎
藤
幸
男
氏
、
田
中
元
氏
、
那
須
正
氏
、
二

宮
正
一
氏
、
沼
澤
岩
夫
氏
、
増
田
源
幸
氏
、
松
田
眞
知
子
氏
、

三
浦
仁
氏
、
山
口
直
人
氏
、
吉
田
功
氏
、
渡
部
俊
二
氏
の

22
名
、
監
事
に
大
泉
紀
代
氏
、
金
田
和
夫
氏
、
森
岡
雄
一

氏
の
３
名
を
選
任
し
た
。（
以
上
文
中
一
部
敬
称
略
。
常
議

員
、
監
事
の
所
属
に
つ
い
て
は
次
頁
に
掲
載
）

　

就
任
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
加
藤
会
頭
は
「
３
人
の
副

会
頭
と
専
務
理
事
の
協
力
を
得
て
会
員
事
業
所
の
更
な
る

発
展
に
寄
与
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

●（左から）尾形美紀子副会頭、大竹薫副会頭、加藤眞佐夫会頭、渋谷道治副会頭、塚田弘一専務理事

永年の功績に感謝状贈呈

NEWS

●新しい体制が決まった議場（タスコンベンションホール）
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置
賜
地
区
商
工
団
体
協
議
会
（
会
長
米
沢
商
工
会
議
所
吉
野
徹
会
頭
）

と
置
賜
地
区
選
出
の
県
会
議
員
と
の
懇
談
会
が
南
陽
市
の
御
殿
守
で
11
月

９
日
行
わ
れ
た
。
当
所
か
ら
加
藤
会
頭
、
大
竹
、
渋
谷
、
尾
形
副
会
頭
と

塚
田
専
務
理
事
が
出
席
。
三
市
五
町
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
役
員
と

７
名
の
県
会
議
員
が
置
賜
地
域
連
携
に
よ
る
活
性
化
策
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
。

▽
東
北
中
央
自
動
車
道
の
高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
▽
地
域
ブ
ラ
ン
ド
強

化
へ
の
支
援
▽
中
小
企
業
へ
の
総
合
的
支
援
強
化
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
事
業
と
課
題
を
出
し
合
い
な
が
ら
要
望
や
提
案
を
行
っ
た
。

年
に
一
回
こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
会
を
行
い
な
が
ら
、
関
連
団
体
と
一
体

と
な
っ
て
要
望
活
動
を
活
発
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

長
井
商
工
会
議
所
を
構
成
す
る
個
々
の
会
員
企
業
が
稼
ぐ
力
を
つ
け
て
こ
そ
地
方
創
生
が
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
会
員
事
業
所
が
自
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
、
行
政
（
国･

県･

市
）
に
よ
る
民
間
支
援
の
相
乗
効
果

と
相
ま
っ
た
対
応
を
図
る
こ
と
で
、
長
井
市
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
展
開
を
図
る
こ
と
を
提
言
し
た
要
望
書
を
10

月
27
日
、
加
藤
会
頭
代
行
（
当
時
）
が
内
谷
重
治
市
長
に
提
出
し
た
。
要
望
内
容
は
、
左
記
の
通
り
。

常　　　議　　　員
　（五十音順：敬称略）

NO 氏　名 事　業　所 役　職　名 NO 氏　名 事　業　所 役　職　名
1 青木　芳夫 ㈲プライオリティー 代表取締役社長 12 斎藤　幸男 ㈱山形銀行長井支店 支店長
2 安部　義裕 葉山建設㈱ 代表取締役社長 13 田中　　元 ㈲タナカ 代表取締役
3 飯鉢　文吉 飯鉢工業㈱ 代表取締役会長 14 那須　　正 那須建設㈱ 代表取締役社長
4 五十嵐順子 東北電力㈱長井営業所 所長 15 二宮　正一 ㈲二宮設計事務所 代表取締役
5 梅津　正博 （資）三浦屋書店 代表社員 16 沼澤　岩夫 沼澤産業㈲ 代表取締役
6 大山　　勲 長井中央青果㈱ 代表取締役会長 17 増田　源幸 ユーケン工業㈱ 代表取締役
7 小川　　章 山形精密鋳造㈱ 取締役総務部長 18 松田眞知子 ㈱丸八鉄工所 代表取締役
8 北原　　正 ㈱北原産業 代表取締役 19 三浦　　仁 ㈱きらやか銀行長井支店 支店長
9 黒澤　　栄 日本・アルカディア・ネットワーク㈱ 代表取締役 20 山口　直人 ㈱山口製作所 代表取締役
10 小関　利一 ㈱サンノー企画印刷 代表取締役会長 21 吉田　　功 ㈱吉田製作所 代表取締役会長
11 齋藤　喜内 ㈱ベルティーサイトウ 代表取締役会長 22 渡部　俊二 ㈱うめや 代表取締役

監　　　　　　　事
（五十音順：敬称略）

NO 氏　名 事　業　所 役　職　名 NO 氏　名 事　業　所 役　職　名
1 大泉　紀代 大泉建設㈱ 代表取締役 3 森岡　雄一 テクノモリオカ㈱ 取締役相談役
2 金田　和夫 長井税理士法人 代表社員

置
賜
の
活
性
化
意
見
交
わ
す

県
議
と
当
所
三
役
ら
商
工
団
体
が
懇
談
会

中
小･

小
規
模
事
業
者
の
成
長･

発
展
対
策
な
ど

長
井
市
に
要
望
書
提
出

●長井創生と地域経済発展について要望した

Ⅰ　明るい未来を築くための（長井創生）施策
１　少子化･人口減少に対する施策の推進　
①長井市まち･ひと･しごと創生総合戦略に基づく目標達成
に向けた取り組み【継続】
②移住（ＵＩＪターン者定着）対策の充実【継続】
③若者交流事業（婚活）への支援【継続】

２　地域の価値を高めるまちづくり施策の推進
①中心市街地活性化推進協議会の事業実施に対する支援【継続】
②環境保全による長井ブランド創出に対する取り組みへの
支援【継続】

Ⅱ　活力ある産業を育成･支援するための（産業基盤強化）施策
１　ものづくり産業支援策等の充実強化
①ものづくり人材育成強化の継続【継続】
②　「ながい産業フェア」開催への支援【継続】

２　中小企業の経営力強化に対する支援
①小規模事業者に対する経営力強化の支援【継続】
②事業者向けリフォーム補助金の創設及び設備投資支援補
助金の要件緩和【新規】

３　災害に強い安全･安心な事業所づくりに対する支援
①事業所の耐震関連事業に対する支援【新規】

Ⅲ　交流人口拡大のための（地域活性化）施策
１　地域資源を活用した観光振興への支援の拡充
①歴史的建造物の活用促進【継続】
②観光交流センター「川のみなと長井」の活用促進【新規】

２　観光･コンベンションの振興
①フラワー長井線を活用した観光資源の再発掘【継続】
②年間滞在観光誘客の仕組みづくり【継続】　

３　タスビルの運営及び設備老朽化等に対する支援について
①長井市のシンボル拠点施設としての位置づけの明確化【新規】
②タスビルの設備老朽化に伴う大規模修繕に対する支援【新規】
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創
立
40
周
年
、発
展
誓
う

　

長
井
商
工
会
議
所
青
年
部
会
（
芳
賀
武
会
長
・
芳
賀
鉄
工
所
代
表
）
で
は
10
月
28
日
に
創
立

40
周
年
の
記
念
式
典
を
は
ぎ
苑
で
行
っ
た
。
こ
の
式
典
に
は
現
会
員
や
卒
業
し
た
Ｏ
Ｂ
会
員
、

来
賓
・
関
係
者
計
108
名
が
参
加
し
た
。
同
時
に
、
記
念
誌
「
感
謝
」
を
発
刊
し
た
。（
写
真
左
）

　

記
念
式
典
で
は
発
足
当
時
の
苦
労
と
そ
の
後
の
足
跡
を
振
り
返
り
な
が
ら
歓
談
、
更
な
る
高

み
を
目
指
す
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

　

記
念
誌
は
、
創
立
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
（
鈴
木
英
明
委
員

長
・
風
林
堂
）
が
企
画
、
各
種
事
業
の
集
大
成
が
編
纂
さ
れ
た
内
容
で

140
部
発
刊
し
た
。「
改
め
て
青
年
部
会
の
足
跡
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
次
世
代
を
担
う
若
い
会
員
や
将
来
の
会

員
た
ち
に
青
年
部
会
の
真
髄
を
継
承
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、

青
年
部
会
発
足
の
精
神
や
、
そ
の
後
定
着
し
た
文
化
・
風
土
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
、
感
動
と
と
も
に
青
年
部
会
に
誇
り
を
持
っ
て
貰
う

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
た
」
と
思
い
と
プ
ラ

イ
ド
が
集
積
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

青年部会

●歴代会長が一堂に会した
　【上段（左から）】沼澤岩夫、斎藤弥助、後藤文敏、須藤俊一郎、垂石昌士、鈴木英明、芳賀武、飯澤智弘 
　【下段（左から）】近野孝宏、田中金雄、梅津正博、斎藤喜内、五十嵐智洋、前田昌信（敬称略）

長井商工会議所青年部会のあゆみ
昭和50年度	 「長井商工会議所青年部会」の前
	 身となる「長井商工会議所大樹
	 会」設立

昭和55年度	 「長井商工会議所青年部会」設立
	 初代会長　鈴木小市氏

昭和56年度	 商工業まつり「びっくり市」開催

昭和59年度	 市制30周年記念協賛事業～雪と
	 ふれ愛～ど～んと雪まつり開催

昭和63年度	 東北ブロック商工会議所青年部
	 運営研究会長井大会開催

平成元年度	 平成元年度商青連副会長
	 鈴木隆則氏就任

平成５年度	 「レインボープラン」
	 シンポジウム開催

平成６年度	 県連会員大会長井大会開催

平成８年度	 第１回長井ど～んと冬まつり開催

平成14年度	 県連会員大会長井大会開催
	 若手後継者等育成事業主管開催

平成15年度	 平成鍋合戦鍋将軍獲得
	 県連会長　前田昌信氏就任

平成16年度	 平成鍋合戦鍋将軍２連覇達成

平成17年度	 長井商工会議所青年部会
	 創立30周年記念事業実施

平成22年度	 第16回天童冬の陣・平成鍋合戦に
	 おいて鍋の局準優勝獲得
	 県連会員大会長井大会開催

平成23年度	 青年部会被災地支援事業（仮設
	 風呂提供・チャリティーイベント
	 ・にこにこ２week義援金活動・福島
	 県相馬市訪問）

平成25年度	 商工会議所青年部全国サッカー
	 大会招致委員会発足

平成26年度	 商工会議所青年部全国サッカー
	 静岡大会において、平成28年度商
	 工会議所青年部全国サッカー大
	 会長井大会開催決定
	 第２回東北フットサル大会in長井
　	 開催

平成27年度	 平成28年度全国サッカー大会準
	 備活動

WIDE TOPICS
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　すでに11月号の折り込みチラシでご
案内している通り、「小規模事業者持続
化補助金」の募集が始まっています。ま
た「ものづくり・商業・サービス新展開
支援補助金」についても11月14日から
公募となりました。
　補助金を獲得する第一歩は、今後の

【計画経営】を作ることです。

小規模事業者
持続化補助金

上限100万円 

・起業したばかりの企業でもOK ！
・広告費（パンフレット、チラシ、WEB広
　告等）、展示会費用、新商品開発の費用
　などに利用可！

【募集期間】 2016年11月4日～
　　　　　 2017年1月27日

【二次募集】 予定無し 

革新的ものづくり・
商業・サービス
開発支援補助金

上限3,000万円～ 500万円

・起業したばかりの起業でもOK ！
・サイト開発費、iPhoneアプリ開発、新
　商品開発の原材料費や設備投資費、外注・
　委託費などに利用可！

【募集期間】 2016年11月14日～
　　　　　 2017年1月17日

【二次募集】 可能性あり

◆補助金助成金専門相談は
　長井商工会議所　中小企業相談所
 　　　　　　　　　　　 　☎84-5394まで

金山町「街並みづくり
100年運動」とは

の お 知 ら せらか所議会工商

大人気だった「ものづくり補助金」と「小規模事業者持続化補助金」二次募集の可能性が出てきました！！
事前予約で余裕をもって準備！！一次募集に間に合わなかった企業様は是非ご予約を！！
２大補助金公募申請受付開始！！２大補助金公募申請受付開始！！

創業市町村 申請者 創業業種 商号（仮称含む） 創業支援ネットワーク

山形市 山口　智弘 理容業 BARBERS 山形・東南村山・西村山

山形市 宗片　聡美 美容業 Esthetic Salon Curara 山形・東南村山・西村山

山形市 居鶴千代美 美容業 Colorer（クロレ） 山形・東南村山・西村山

天童市 布施　圭彦 飲食業（食堂） いなほキッチン 天童・北村山

長井市 後藤　　匡 自動車整備業 Ｇガレージ 長井・西置賜

鶴岡市 布袋谷成人 飲食業（酒場） COVO 鶴岡・田川

平成28年度 やまがたチャレンジ創業応援事業　創業助成金 採択一覧（２次募集）

平成28年度 やまがたチャレンジ

創業応援事業
創業助成金採択者決まる

鮮魚の田中（田中商店・金太郎の場合）
小規模事業者持続化補助金に採択されました。このほ
ど設備投資が終わり50万円の助成を受ける最終準備を
しています。長井商工会議所の経営指導員に相談して
経営計画を作り採択率をアップさせましょう。

①公募要領を良く読み込む

②ビジュアル化
　全てが文章の計画書は頭に入りにくいです。図、表、
グラフ、イラスト、写真を活用して審査する人の頭に
入り易い計画書を作りましょう。

③３Ｃ分析をしてみる
　顧客（customer）、競合（competitor）、自社（company）、そ
れぞれの視点で分析を行うことを３Ｃ分析といいます。
　「敵を知り己を知れば、百戦危うからず」３Ｃ分析の視点を盛り込むことで、
より洗練された事業計画になるでしょう。

あなたの競合先はどこか？　
どんな人が顧客になっているのか？　
顧客が競合先ではなくあなたを選んでくれる理由は何か？
あなたの強みはどこにあるのか？

より深く考えましょう。

④複数の目でチェックしよう
　誤字脱字がないか、第三者が読んで分かり易い文章になっているか確認し
ましょう。

　
⑤“補助金”はあとから入金

　募集期間が非常に短く採択後に計画がスタートします。申請→採択→報告
→精算払いと計画性が肝心です。補助金が入るまでの資金計画をどうするか
など同時に計画します。

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 ・ も の づ く り 補 助 金

前回採択
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山形チャレンジ
創業応援事業

支
援
現
場
の
意
見
交
換
と

セ
ミ
ナ
ー
開
く

　

創
業
の
予
備
知
識
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
等
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
や

ま
が
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
創
業
応
援
事
業
の
一
環

と
し
て
10
月
22
日
（
土
）
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
講
師
は
全
国
の
起
業
家
に
会
社
の
母

子
手
帳
「
創
業
手
帳
」
を
配
本
す
る
仕
組
み
を

作
り
上
げ
、
創
業
６
か
月
目
に
は
海
外
進
出

し
た
ビ
ズ
シ
ー
ド
㈱
社
長
の
大
久
保	

幸
世	

氏
。
創
業
２
年
あ
ま
り
で
総
ス
タ
ッ
フ
50
名
、

14
サ
ー
ビ
ス
に
成
長
さ
せ「
創
業
手
帳
」の
他
、

飲
食
店
向
け
開
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る「
飲

食
開
業
手
帳
」や
、
創
業
相
談
サ
ー
ビ
ス
も
展

開
。
創
業
専
門
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
情
報
力
、

多
く
の
創
業
者
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で

第
一
線
で
活
躍
す
る
同
氏
か
ら
支
援
の
現
場

含
め
創
業
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
吸
収
し
た
。

　

ま
た
、
置
賜
地
域
の
創
業
予
定
者
を
発
掘

し
て
支
援
す
る
本
事
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
が
10
月
26
日
、
タ
ス
を
会
場
に
行
わ
れ
、

域
内
支
援
団
体
の
担
当
者
が
意
見
交
換
し
た
。

金 融
保険部会

街
歩
き
で
舟
運
で
栄
え
た

長
井
の
歴
史
巡
る

　

金
融
保
険
部
会（
渋
谷
道
治
部
会
長
・	

山
形

中
央
信
用
組
合
常
務
理
事
）で
は
、
か
つ
て
最

上
川
舟
運
で
栄
え
た
長
井
市
の
歴
史
を
街
歩

き
で
巡
り
な
が
ら
ひ
も
解
こ
う
と
10
月
22
日

（
土
）、「
長
井
舟
運
ご
ち
そ
う
御
膳
と
舟
運
で

栄
え
た
あ
ら
町
歩
き
」を
行
っ
た
。
市
内
金
融

機
関
、
郵
便
局
な
ど
の
会
員
企
業
従
業
員
等

32
名
が
参
加
、
山
形
県
の
県
指
定
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
商
家
の
建
物
や
、
江
戸

期
は
呉
服
反
物
、
明
治
以
降
は
紬
織
り
の
改

良
に
携
わ
り
長
井
紬
の
基
礎
を
築
い
た
建
物

や
、
土
蔵
で
現
在
美
術
館
と
し
て
公
開
し
て

い
る
や
ま
せ
蔵
を
散
策
し
た
。
昼
食
は
中
央

会
館
で
長
井
舟
運
ご
ち
そ
う
御
膳
に
舌
鼓
を

打
っ
た
。

女 性 会

秋
満
喫
の
旅
路
楽
し
む

　

当
所
女
性
会（
児
玉
登
美
子
会
長
・
㈲
児
玉

自
動
車
整
備
工
場
）で
は
秋
の
紅
葉
と
グ
ル
メ

ツ
ア
ー
を
行
い
、
最
上
川
舟
下
り
と
月
山
志

津
温
泉
で
秋
の
食
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
一
行

は
古
口
港
、
最
上
川
リ
バ
ー
ポ
ー
ト
、
月
山

志
津
温
泉
（
変
若
水
の
湯
つ
た
や
）
大
井
沢
自

然
博
物
館
・
自
然
と
匠
の
伝
承
館
＝
道
の
駅

に
し
か
わ（
月
山
銘
水
館
）玉
谷
製
麺
所	

直
売

店
な
ど
を
訪
れ
た
。

生活衛生・
観光部会

長
井
市
東
京
事
務
所
な
ど

訪
れ
る

　

生
活
衛
生
・
観
光
部
会（
青
木
芳
夫
部
会
長
・

㈲
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
）で
は
11
月
７
日
～
８

日
、
長
井
市
東
京
事
務
所
（
東
京
都
大
田
区
）

な
ど
を
視
察
し
た
。
長
井
市
東
京
事
務
所
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
今
後
の
取
り
組
み
、

ふ
る
さ
と
長
井
会
な
ど
に
つ
い
て
同
事
務
所

櫻
井
顧
問
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
今
回

の
視
察
行
程
中
の
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
の
説
明
の
ア
テ
ン
ド（
大
田
観
光
協

会
の
協
力
）も
受
け
た
。

若 者
交流事業

実
行
委
員
会

発
足
要
項
決
ま
る

　

会
員
事
業
所
に
勤
務
す
る
若
い
人
達
が
交

流
で
き
る
場
の
提
供
及
び
出
会
い
の
機
会
を

図
る
た
め
実
施
す
る
「
若
者
交
流
事
業
」
の
実

行
委
員
会
が
発
足
、
実
行
委
員
長
に
三
浦		

仁

氏
（
㈱
き
ら
や
か
銀
行
長
井
支
店
長
）
を
選
任

し
た
。
早
速
行
わ
れ
た
会
議
で
は
来
年
３
月

の
実
施
要
項
を
決
め
た
。

●日本の「創業の成功率を上げる」ために、全国の公的機関・大手企業が協
　賛して「創業直後の全ての会社」に無料で送付している「会社の母子手
　帳」。毎月15000部発行し創業に必要なノウハウを掲載しています。

●創業者の卵を発掘支援●紅葉シーズン直前のやませ蔵を訪れた参加者

●志津温泉つたや前にて総勢15人が参加

●長井市東京事務所櫻井顧問（左）と参加者11名の皆さん

WIDE REPORT
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実
行
委
員
長
以
下
の
委
員
は
以
下
。
副
委
員

長　

樋
口
泰
栄（
樋
口
司
法
書
士
・
行
政
書
士

事
務
所
）　

以
下
委
員　

佐
藤
一
成
・
㈱
吉

田
カ
メ
ラ
長
井
鶴
岡
店
、
四
釜
雅
之
・
㈱
四

釜
製
作
所
、
齋
藤
泰
広
・
㈲
齋
藤
木
工
、
井

上		

真
・
㈱
ナ
ウ
エ
ル
G
R
A
N
P
A
R
E
S
、

村
井
春
美
・
D	
O	
R	

E	

M	

I
、
児
玉
登
美

子
・
㈲
児
玉
自
動
車
整
備
工
場
、
丸
川
祐
太
・

㈱
丸
川
、
昆　

邦
子
・
長
井
市
総
合
政
策
課
、

佐
藤　

大
・
長
井
市
農
林
課（
敬
称
略
）

情報・サービス
部 会

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

史
料
館
な
ど
視
察

　

情
報
・
サ
ー
ビ
ス
部
会（
沼
澤
岩
夫
部
会
長
・

㈲
沼
澤
産
業
）で
は
11
月
８
日
～
９
日
、
①
味

の
素　

川
崎
工
場（
神
奈
川
県
川
崎
市
）、帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
史
料
館（
東
京
都
新
宿
区
）、防

衛
省
・
自
衛
隊
市
ヶ
谷
地
区（
同
）を
視
察
し
た
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
資
料
館
で
は
１
９
０
０

年
の
創
業
以
来
の
信
用
調
査
事
業
の
歴
史
や

過
程
を
、
映
像
や
貴
重
史
料
を
基
に
学
ん
だ
。

同
資
料
館
で
は
山
形
県
の
長
寿
企
業
出
現
率

（
100
年
以
上
続
い
た
企
業
の
割
合
）
が
第
一
位

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

長井エネルギー
懇 談 会

市
民
団
体
ら
と

施
設
見
学
会

　

原
子
力
の
平
和
利
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
や
放
射
線
に

関
す
る
正
確
で
客
観
的
な
情
報
を
提
供
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
目
的

と
す
る
長
井
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
（
事
務
局
・

当
所
総
務
課
）
で
は
10
月
27
日
、
東
北
電
力

㈱
第
二
沼
沢
発
電
所
・
柳
津
西
山
地
熱
発
電

所
Ｐ
Ｒ
館
の
施
設
見
学
会
を
行
っ
た
。

●活発な議論が交わされた

●資源の少ない日本にあって地熱は貴重な純国産エネルギー。
　柳津西山地熱発電所は、発電所1機あたりの出力日本一を誇る。

●8名の参加。帝国データバンク資料館にて

2016年11月　会議所レビュー
日 月 火 水 木 金 土

30 31 1 2 3 4 5
長井ロータリークラブ例会
臨時議員総会

長井市勤労者互助会新春交
流パーティ実行委員会　「若
者交流事業」委嘱状交付及び
第１回実行委員会　小規模事
業者持続化支援モデル事業
　明治大学農学部企業見学

市民表彰式　平成28年度
山形県産業賞・山形県科学
技術賞贈呈式

マル経審査会　小規模事業者持
続化支援モデル事業　フラワー
長井線ラッピング列車運行開始
記念セレモニー　長井の新たな
魅力発進を考えるシンポジウム　
女性会西根縄文村ウォーキング

6 7 8 9 10 11 12
菊芋茎葉刈取機試運転
生活衛生・観光部会　視察研
修

置賜経営指導員連絡会正副会長会議
　長井地区労働保険事務組合事務担
当者研修会　情報・サービス部会　
視察研修　火災共済置賜地区ブロッ
ク研修会　創業支援・人材マッチン
グ事業　東北公益文科大学訪問

置賜地区商工団体協議会　県議会議員との
懇談会　長井機械工業協同組合 理事会　山
形商工会議所女性会　創立40周年記念式
典・祝賀会　山形県商工功労者表彰式　山形
県地域アドバイザー懇談会（置賜地域）　青
年部会役員会　菊芋収穫体験モニターツアー

保証協会金融懇談会　菊芋
新会社設立発起人会　本
町・中央まちづくり協議会
　置賜地域道路整備促進
大会　小規模事業者持続
化支援モデル事業

日本公庫米沢支店/当所共催TKC経営セミナー　
創業支援・人材マッチング事業　東北芸術工科大学
訪問 青年部第４回県連役員会・第31回山形県商工
会議所青年部連合会会員大会・酒田商工会議所青
年部創立30周年記念事業　第５回TAS４団体会
議　H29年度事業予算について長井市との打合せ

13 14 15 16 17 18 19
めぐみ幼稚園菊芋収穫体験 長井市勤労者互助会ボーリング

大会　経営計画作成支援セミ
ナー①　持続化支援モデル事
業　吉美会　税に関する絵はが
きコンクール表彰式　認定支援
機関研修会（東北経産局主催）

長井ロータリークラブ理事会・例会　中
小企業支援担当者研修～18日　知財相
談会　東北六県連商工会議所連合会　
会員担当職員研修会　小規模事業者持
続化モデル事業　持続化支援モデル事
業　あかしあ産業団地　長井市長要望

日商委員会　山形県地域
支援機関連携フォーラム　
「若者交流事業」第２回実
行委員会

一日公庫　県選出国会議
員との懇談会　しんくみレ
ディースセミナー　長井機
械工業協同組合 理事会

長井市振興審議会　ホテル
従業員研修　東北経済産業
局 支援施策説明会

20 21 22 23 24 25 26
第144回簿記検定試験　
おきたま地酒サミット　本
町商店街若衆会視察研修
（～21日）

経営計画作成支援セミナー
②　インキュベーション施
設審査会

三役会　長井ロータリーク
ラブ例会　道の駅「川のみ
なと長井」登録伝達式　小
規模事業者持続化支援モデ
ル事業　優良従業員表彰式
青年部会11月例会

日本商工会議所青年部第
35回全国会長研修会　労
働保険事務組合定期監査

山形大学校友会設立十周年
記念事業　記念講演会・記
念式典・記念祝賀会　５商
店街活性化懇談会　女性会
全体会

27 28 29 30 1 2 3
平成28年度ブロック別中
小企業相談所長会議・先進
事例普及会～29日　県連
事務局長会議～29日　長
井市交通安全協議会

長井ロータリークラブ例会
まちづくり基金成果発表会
長井市水道事業経営審議会
青年部会三役会

小規模事業者持続化支援
モデル事業
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山形県火災共済協同組合

※対物事故による損害が５万円以下の場合、
　翌年の等級はダウンしません。

※ご利用には所定の条件があります。詳細は「自動車共済ロードサービス」サービスガイドをご参照下さい。
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1.16

9 ニュース商工長井　2016.12



11月22日 表彰式開催 優良従業員
表彰受賞者

●写真提供：スタジオながい
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■40年表彰■
大 竹 電 気 工 事 ㈱ 鈴　木　賢　次
㈱ 加 藤 紙 器 寺　島　英　雄

■35年表彰■
大 竹 電 気 工 事 ㈱ 小笠原　利　雄
大 竹 電 気 工 事 ㈱ 目　黒　　　修
大 竹 電 気 工 事 ㈱ 山　口　千栄子
㈱ 加 藤 紙 器 遠　藤　正　弘
㈱ 喜 助 手　塚　　　洋

■30年表彰■
大 竹 電 気 工 事 ㈱ 目　黒　陽　一
㈱ 喜 助 矢久保　てつ子
光 洋 精 機 ㈱ 小　松　伸　司
㈱ 四 釜 製 作 所 渡　部　洋　明
司法書士行政書士梅津事務所 二　瓶　美千代
山 形 精 密 鋳 造 ㈱ 後　藤　与四昭
山 形 精 密 鋳 造 ㈱ 中　村　保　彦
山 形 精 密 鋳 造 ㈱ 笹　原　明　美

■25年表彰■
小 笠 原 建 設 ㈱ 井　上　　　章

■20年表彰■
大 竹 電 気 工 事 ㈱ 青　木　克　文
大 竹 電 気 工 事 ㈱ 髙　木　嘉　昭
大 竹 電 気 工 事 ㈱ 金　田　　　聡
㈱ 北 原 産 業 髙　橋　忠　幸
光 洋 精 機 ㈱ 安　部　可奈子
光 洋 精 機 ㈱ 紺　野　紀　子
光 洋 精 機 ㈱ 樋　口　孝　好
㈲ 齋 藤 木 工 大　場　恵　美
㈲ 齋 藤 木 工 赤　間　カツ子
㈱ 山 口 製 作 所 遠　藤　嘉　陽

■15年表彰■
飯 澤 建 設 ㈱ 大　滝　小　巻
飯 澤 建 設 ㈱ 小　松　　　章
小 笠 原 建 設 ㈱ 孫　田　一　成
小 笠 原 建 設 ㈱ 佐　藤　直　人
小 笠 原 建 設 ㈱ 髙　橋　貴　洋
㈱ 喜 助 菅　間　留美子
㈱ サ ン ノ ー 企 画 印 刷 土　屋　茂　樹
㈱ 四 釜 サ ッ シ セ ン タ ー 井　上　千代美
社会保険労務士法人堀越事務所 阿　部　春　美

■10年表彰■
㈱ 北 原 産 業 茂出木　茂　信
㈱ 山 口 製 作 所 島　貫　歌　織
㈱ 山 口 製 作 所 蒲　生　　　郷
㈱ 山 口 製 作 所 平　山　智　晶
㈱ 山 口 製 作 所 佐々木　幸太郎

（敬称略）
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図１　第29回マイクロマウス
　　　東北大会

図２　フレッシュマン優勝
　　　東京理科大神谷さん

図３　エキスパートクラス
　　　マウス

図４　エキスパートダブル優勝
　　　宇都宮氏

　

マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
競
技
は
、
参
加
者
自
ら
が
作
っ
た
自
立
型
ロ
ボ
ッ
ト
が

自
律
的
に
（
自
分
の
力
だ
け
で
）迷
路
を
探
索
し
、 

ゴ
ー
ル
ま
で
に
達
す
る
最

短
時
間
を
競
う
競
技
。全
日
本
大
会
に
は
、欧
米
の
ほ
か
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
台
湾
・
韓
国
等
か
ら
も
非
常
に
技
術
レ
ベ
ル
の
高
い
ロ
ボ
ッ
ト

が
多
く
参
加
す
る
な
ど
、
事
実
上
の
世
界
大
会
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

現
在
で

は
新
た
に
迷
路
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
大
き
さ
の
規
定
を
半
分
に
し
、
さ
ら
に
高
い

技
術
レ
ベ
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス(

ハ
ー
フ
サ
イ
ズ)

競
技

を
新
設
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
初
級
者
用
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ク

ラ
ス
と
上
級
者
用
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ク
ラ
ス
を
設
け
、
レ
ベ
ル
ご
と
に
目
標

を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
よ
う
に
競
技
を
行
っ
て
い
る
。今
や
、学
校
等

に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
技
術
教
育
の
方
法
と
し
て
も
幅
広
く
定
着

し
て
い
る
。(

以
下
、本
文
は
昌
和
製
作
所
・
小
関
博
資
社
長)

★　
　
　
　
　

★　
　
　
　
　

★

　

今
回
は
、
今
年
で
第
29
回
を
迎
え
た
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
東
北
大
会
に
つ
い
て

触
れ
た
い
。

　

こ
の
大
会
は
東
北
大
会
で
あ
り
な
が
ら
全
国
ど
こ
か
ら
の
出
場
も
Ｏ
Ｋ
な

の
で
、
全
国
大
会
前
の
試
験
走
行
を
目
的
に
、
日
本
有
数
の
競
技
者
が
参
加
し

て
き
た
。

　

ま
た
地
元
長
井
工
業
高
校
や
山
形
県
内
企
業
の
技
術
者
も
出
場
し
、
地
域
技

術
の
レ
ベ
ル
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
競
技
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
は
安
価
な
費
用
（
６
万
円
程

度
）で
済
む
反
面
、機
械
・
電
気
・
電
子
・
情
報
工
学
と
幅
広
い
分
野
の
知
識
が
必

要
な
た
め
、敷
居
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、徐
々
に
参
加
者
が
減

る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
初
心
者
の
み
が
エ
ン
ト
リ
ー
可
能
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

ク
ラ
ス
を
新
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
増
え
て
き
て
い
る
。長
井
で
行
わ
れ

る
東
北
大
会
で
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ク
ラ
ス
が
あ
る
た
め
、
大
学
や
短
大
の
学

生
が
出
場
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
会
結
果
に
つ
い
て
は
、左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
願
い
た
い
。

h
ttp

://m
m
.ja
n
.jp
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0
1
6
/re
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d
f

　

大
会
結
果
を
見
て
判
る
よ
う
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
競
技
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ク
ラ

ス
は
昨
年
に
引
き
続
き
東
京
理
科
大
の
学
生
が
優
勝
し
た
。フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た
神
谷
さ
ん
は
製
作
を
初
め
て
約
１
年
だ
が
、
大
学
が
毎
年

出
場
し
て
い
る
積
み
重
ね
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ク
ラ
ス
に
は
２
０
１
４
年
全
日
本
大
会
優
勝
の
宇
都
宮
氏

が
参
戦
。

　

全
日
本
チ
ャ
ン
プ
の
貫
禄
で
エ
キ
ス
パ
ー
ト　

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ハ
ー
フ　

両

サ
イ
ズ
共
に
優
勝
と
な
っ
た
。宇
都
宮
氏
が
製
作
し
て
い
る
マ
ウ
ス
に
つ
い

て
、
２
０
１
４
年
全
国
制
覇
し
た
際
の
記
事
が
あ
る
の
で
、
是
非
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
御
覧
頂
き
た
い
。

h
ttp

://m
o
n
o
is
t.a

tm
a
rk
it.c

o
.jp

/m
n
/a
rtic

le
s
/1
4
1
2
/0
8
/

n
e
w
s0
5
4
_2
.h
tm
l

　

そ
の
記
事
に
は
マ
ウ
ス
の
走
行
動
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
併
せ
て

御
覧
頂
き
た
い
。

　

今
大
会
に
は
昨
年
優
勝
の
小
島
氏（
全
日
本
優
勝
経
験
者
）も
出
場
、惜
し
く

も
準
優
勝
だ
っ
た
が
、タ
イ
ム
差
は
わ
ず
か
0.09
秒
だ
っ
た
。

　

日
本
有
数
の
技
術
者
が
し
の
ぎ
を
削
る
こ
の
大
会
を
、
是
非
読
者
の
皆
様
に

も
見
に
来
て
頂
き
た
い
。入
場
無
料
で
あ
る
。

　

ま
た
大
会
当
日
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
な
が
い
フ
ァ
ン
倶
楽

部
の
サ
イ
ト
に
記
事
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。地
元
か
ら
の
出

場
者
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
来
年
の
30
回
記
念
大
会
に

向
け
今
後
が
期
待
さ
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

http://sam
idare.jp/nagaifan27/note?p=log&lid=420238

　

そ
の
30
周
年
記
念
大
会　

Ｐ
Ｒ
企
画
も
開
催
さ
れ
、
次
回
大

会
に
向
け
行
政
及
び
産
業
会
で
も
盛
り
上
げ
て
行
く
予
定
で
あ

る
。

　

ま
ず
は
地
元
か
ら
の
出
場
者
を
増
や
す
た
め
、
今
後
も
マ
イ

ク
ロ
マ
ウ
ス
技
術
講
習
会
を
随
時
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
ま
で
開
催
さ
れ
た
講
習
会
の
様
子
は
、
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参

照
願
い
た
い
。

http://sam
idare.jp/nagaifan24/note?p=list&

c=393858

　

次
回
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
で
再
注
目
さ
れ
て
い
る
農
業
向

け
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

長井ロボットプロジェクト責任監修
連載 × MONTHLY INFORMATION

図５　ハーフサイズマウスの
　　　迷路経路一例
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きごうの済経計統

商工会議所LOBO（早期景気観測）　－－2016年10月調査結果－－
○調査期間：2016年10月17日～21日　○調査対象：全国の４２３商工会議所が２９８８企業にヒアリング

10月調査動向 業況ＤＩは、一進一退。先行きは持ち直しを見込むも、慎重な姿勢崩れず
産 業 別 概 況

【建設業】
 「県や市町村からの公共工事の新規発注が出始め、売上は改善した。今後の本格的な発注増に期待して

いる」（土木工事業）／「台風など災害復旧の緊急工事の受注が多く、売上は改善した」（一般工事業）
／「電気通信工事の受注が減少し、売上は悪化した。反面、太陽光関連工事が増えているため、設備投
資を実施して、今後はそちらに注力したい」（電気工事業）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【製造業】
 「スマートフォンなどの生産増加の影響もあり、受注は順調で、売上は改善傾向にある。年内はこの傾向

を維持できる見込み」（電子部品製造業）／「異なる車種間でも同一の部品を使えるようにしようとす
る動きが自動車業界で進んでいる。複数の車種で共有化できる部品を扱う当社は販路が拡大し、売上
が伸びた」（自動車部品製造業）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【卸売業】
 「自動車関連を中心に取引先からの受注は多いが、値下げ要請が厳しく、採算割れの案件が増えている」

（鉱物金属卸売業）／「台風や長雨の影響が尾を引いており、青果物の仕入価格が非常に高い。仕入価
格上昇分を一部しか販売価格に転嫁できていないため、採算は悪化した。高値による消費者の青果物
離れも不安である」（農産物卸売業）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【小売業】
 「高額品の低迷に加え、インバウンド需要も減少しており、業況は悪化した。今月の気温が高めに推移し

ていることもあり、秋冬物衣料の売上も精彩を欠いている」（百貨店）／「最低賃金の改定により、パー
トの賃金が底上げされ、人件費上昇につながった。パートの雇用人数も多いため、大幅に収益が圧迫さ
れている」（衣料品小売業）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【サービス業】
 「熊本地震の影響で中止になっていた宴会が復活し、業況は改善した。年末の忘年会等の予約も活発で

ある」（飲食業）／「最低賃金の上昇もあって人件費は増えたが、サービス料金に全く転嫁できていな
い」（清掃サービス業）／「Webサイトの構築やバナー更新など、ネットで商品販売を行う企業からの受
注が増え、売上は改善傾向にある」（ソフトウェア業）

2016年10月調査結果のポイント
　10月の全産業合計の業況ＤＩは、▲
25．５と、前月から＋２．３ポイントの
改 善。住 宅など民間工事や 公 共工事
が持ち直したほか、自動車や電子部品
の関連 業種で堅調な動きを指 摘する
声があった。他方、個人消費の低迷が
続くなか、人手不足や最低賃金改定に
よる人件費の上昇、９月の天候不順を
背景とした農水産物の価格高騰が、小
売業、飲食業の業況感を悪化させるな
ど、中小企業のマインドは依 然として
鈍く、一進一退の動きとなっている。 
　先行きについては、先行き見通しＤＩが
▲22．６（今月比＋２．９ポイント）と改
善を見込むものの、「悪化」から「不変」
への変化が主因であり、実体はほぼ横ば
い。住宅投資や公共工事の増加、年末年
始の商戦を契機とする消費拡大への期待
感がうかがえる。一方、消費の一段の悪
化、円高や海外経済減速の長期化を懸念
する声は多く、人手不足や人件費の上昇な
どの課題を抱える中小企業においては、
先行きへの慎重な姿勢が続く。

○調査項目：今月の売上・採算・業況等についての状況（ＤＩ値を集計）

※ＤＩ値（景況判断指数）について　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き
　　　　　　　　　　　　　　　　傾向を表す回答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

　ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合） 　  業況・採算：（好転）－（悪化）　  売上：（増加）－（減少）

アクサ生命保険株式会社 山形支社 長井営業所　 〒993-0011 山形県長井市館町北6-27 タスビル3F　TEL 0238-84-3444
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主要経済指標［山形県内］

■有効求人倍率
都市名

調査月
山形県
全体 山形管内 米沢管内 鶴岡管内 酒田管内 長井管内

H27年9月 1.20 1.20 1.19 1.26 1.35 1.16
H28年9月 1.30 1.37 1.30 1.50 1.38 1.32

※資料／ハローワーク長井

■建築確認申請状況（長井市）　　  H28.10月（延べ面積単位：㎡）

新築 増改築

専用住宅
件　　数 7 2
延べ面積 1,112.31 402.70

併用住宅
件　　数 2 0
延べ面積 920.21 0.00

その他 
（工場・店舗含）

件　　数 3 1
延べ面積 294.91 223.10

合計件数 12 3
合計面積 2,327.43 625.80

協力／長井市建設課

■石油製品価格（山形県）

年　　月
レギュラーガソリン ハイオクガソリン 軽油 灯油
店頭価格（円/L） 店頭価格（円/L） 店頭価格（円/L） 店頭価格（円/18L）

H28年10月 3 日 123.0 134.1 105.4 1,041
H28年10月11日 123.1 134.2 105.5 1,039
H28年10月17日 124.3 135.4 106.0 1,042
H28年10月24日 127.2 138.3 107.6 1,051

参照：資源エネルギー庁 資源・燃料部石油流通課資料

■山形県企業倒産状況（負債総額　1,000万円以上）
【平成28年10月末現在】

【業種別】 件数
※（　）は、 
西置賜の

数字
％ 負債総額

（百万円） 構成比

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 0 0.0%

建 設 業 0 0.0%
製 造 業 1 16.7% 174 47.2%
卸 売 業 0 0.0%
小 売 業 4 66.7% 180 48.8%
金 融 ・ 保 険 業 0 0.0%
不 動 産 業 0 0.0%
運 輸 ・ 通 信 業 0 0.0%
サ ー ビ ス 業 1 16.7% 15 4.1%

計 6 100.0% 369 100.0%
協力／（株）東京商工リサーチ山形支店

■新車登録届出台数（平成28年9月）
山　　形　　県

合　　計 普通乗用車 小型乗用車 軽自動車
前年比 前年比 前年比 前年比

台 ％ 台 ％ 台 ％ 台 ％

4,336 ▲2.3 1,121 11.9 1,377 ▲3.6 1,838 ▲8.5
※資料／国土交通省東北運輸局山形運輸支局

■長井市の人口　　　　　　　　　　平成28年10月末日現在

　　　人口　27,600人　世帯数　9,829
　　　 男 　13,341人　　女　　14,259人

協力／長井市

長井支店

「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）のご案内
　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を

対象とした公的な融資制度です。お子さま１人に

つき350万円以内を、固定金利（年1.9％（平成28

年9月9日現在））で利用でき、在学期間内は利息の

みのご返済とすることができます。

教育ローンコールセンター

0570－008656（ナビダイヤル）

または （03）5321－8656

詳しくは、「国の教育ローン」で
検索していただくか、下記のコール
センターへお問い合わせください。

INFORMATION
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おめでとうございます
県産業賞に平忠一氏
　県内で産業や科学技術の発展に貢献し、顕著な功績を挙げた
個人・団体に贈られる産業賞贈呈式が山形市の文翔館で行われた。

（写真は表彰式の模様）
　長井商工会議所常議員として長く地域経済の発展に尽力。同会
議所と連携し、地場特産品の開発や販路拡大を行う協議会（現長
井地場食品協同組合）の設立に力を注ぎ、理事長として地場産品
のＰＲなどに努めた。業界団体の役員も複数務めている。

大山勲氏が県商工観光功労者表彰受賞
　商工観光事業に精励され、商工業の振興や地域経済の活性化
に貢献された功績を称える山形県商工観光功労者表彰式が山形
県庁で行われ、当所常議員大山勲氏に吉村知事から表彰状が贈
られた。（写真は表彰式の模様）

知財（特許出願等）に関する専門相談について
　長井商工会議所では、知財（特許出願等）に関する相談につ
いて定期相談日を以下のように設定しています。ご予約のうえ
お越し下さい。
★知財総合支援窓口相談日
相談対応（社）山形県発明協会（弁理士）
時間･相談会場はいずれも

12月20日㈫
平成29年１/17㈫
２/21㈫、３/21㈫

12:30 ～ 16:00
商工会議所相談室

お手元の資金確保のお手伝い
マル経融資制度のご案内
　マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の
方をバックアップするため、長井商工会議所の推薦で日本政策
金融公庫より、無担保無保証で低金利で融資を受けられる公的
融資制度です。
１．従業員が20人以下（宿泊業及び娯楽業を除く商業・サービ

ス業では５人以下）の事業者。
２．長井商工会議所の地区内で最近１年以上事業を行っている方

で、商工会議所の経営指導を受けていること。（原則６ヶ月以
上） 

３．日本政策金融公庫の非融資対象業種でないこと。
４．支払う義務のある税金は完納していること。
５．融資金額2,000万円以内
６．返済期間・方法
　　運転資金 ： ７年以内（うち据置期間１年以内）
　　設備資金 ： 10年以内（うち据置期間２年以内）
７．金利　1.16％（平成28年10月25日現在）

中小企業等経営強化法スタート！
「経営力向上計画」で稼ぐ力を強化

●制度の概要
　中小企業・小規模事業者等は、人材育成、コスト管理のマネ
ジメントの向上や設備投資等、事業者の経営力を向上させるた
めの取組内容などを記載した事業計画（経営力向上計画）を作
成し認定申請をします。
　計画の認定を受けた事業者は、160万円以上の機械及び装置

（新品）の固定資産税の軽減や金融支援等（低利融資、債務保証
等）の特例措置を受けることができます。
　また、計画申請においては、経営革新等支援機関のサポート
を受けることが可能です。

●詳しくは当所（☎84-5394）か、中小企業庁の
　ホームページで。
　http://www.chusho.meti.go.jp/　　　　　　　　

12 月の献血

今月の献血予定はございません。

地域の経済を支える
会員事業所

代表者変更の
お知らせ

 前代表者 新代表者
㈲ボディセンター 佐藤　重美 佐藤　正幸

（敬称略）

INFORMATION

国
（事業分野別の主務大臣）

【支援措置】
▶生産性を高めるための機械措置を取得した
　場合、３年間、固定資産税を１／２に軽減
▶計画に基づく事業に必要な資金繰りを支援
　（融資・信用保証等）

経営革新等支援機関
・商工会議所・商工会
・士業等の専門家
・地域金融機関  等

申請事業者
中小企業・小規模事業者

中堅企業[　　　　　　]

経営力向上計画

申請 認定

申請を
サポート
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「会員新春講演会」並びに「新春祝賀会」

言葉の力
「傷癒」

誰もが傷つきながら生きている。

そして、誰かの優しさに癒されて

また進めるのです。

 

書道家
武田　双雲

◇武田　双雲／たけだ・そううん
　1975年熊本生まれ。東京理科大学
を卒業後ＮＴＴに就職、約３年後に書
道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天
地人」や世界遺産「平泉」、世界一の
スパコン「京」など数々の題字を手が
ける。独自の世界観で全国で個展を開
催。作品集「たのしか」「絆」など著書は
40を超える。 書道教室には約300人の門下生が通う（2005年新規募
集締め切り）。2013年度、文化庁から文化交流使に任命され、ベトナム
～インドネシアにて活動するなど、世界各国からさまざまなオファーを受
ける。
　公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
　公式サイト：http://www.souun.net/、感謝69：http://kansha69.com/

快進撃企業に学べ
「家族や友人に誇れる会社づくりで変わった『メルテック』」

法政大学大学院政策創造研究科　教授　坂本　光司

　栃木県小山市の郊外にメルテック株式会社という中小企業がある。
主事業は焼却灰の溶融リサイクル事業で、人工骨材やメタルの再生販
売などを手掛けている。現在、社員数は42人、売上高は約18億円であ
る。業績もすこぶる順調で、わが国の中小企業の約70％が赤字経営に
悩まされている中、同社の直近の売上高経常利益率はなんと15％超で
ある。
　同社の前社長で、現在は顧問である山内利秋氏から熱いメールをい
ただき、先般、社会人大学院生数人と一緒に同社を訪問してきた。同
社に到着しまず驚いたことは、焼却灰の処理工場とは思えないほど、
敷地全体に５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）が行き届いた美し
い工場であったことだ。また駐車場から本社事務所の玄関までの通路
の両サイドには、美しい花が咲き誇った花壇が多数設置されていた。
　より驚かされたのは、玄関に入ったときで、ごみ一つ落ちていない５
Ｓの行き届いた事務所であることはもとより、私たち全員の名前が記さ
れた手書きのウエルカムボードがあったことだ。私たちが玄関に入るや、
事務所スタッフ全員が立ち上がり、ニコニコ顔で私たちを迎えてくれた
のである。筆者のこれまでの７５００社以上への企業訪問研究の結果
からあえて言えば、「『いい会社』は入った瞬間、空気で分かる」「社員の
顔つき・目つきはうそをつかない……」であり、同社は詳細を聞かなく
ても『いい会社』であった。
　それから２階の会議室で、有瀬豊彦社長や山内顧問をはじめ、管理
職の方々から興味ある話を聞かせていただいた。それは同社が８年前
まではほぼ毎年赤字、もしくは１％以下程度の利益率の会社であった。
敷地内も現在とは真逆の５Ｋ（危険・汚い・きつい・暗い・臭い）状態。
職場内もアットホームとは程遠く、ギスギス感が漂う、まさにブラック
企業であったというのだ。
　こうした状況であったこともあり、前株主は見切りをつけ、現株主に
事業を売却したのである。そして、現株主企業から再建社長として派遣
されたのが、現顧問の山内氏であった。山内氏は、社長に就任するや、「家
族や友人に誇れる会社づくり」を基本方針に掲げ、そのために、まずは
「社員とその家族を最重視した経営の実践」と「美しい６Ｓ（５Ｓ＋習
慣）職場づくり経営の実践」を率先して進めていく。その詳細をここで
述べる紙面的余裕はないが、その結果を言えば、それ以来、増収増益
を続ける企業に変身したのである。こうした現実を見ると、企業の盛衰
は全て経営者の考え方・進め方次第といえる。

◇坂本　光司／さかもと・こうじ
　1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授
などを経て、2008年４月より法政大学大学院政策創造研究科
（地域づくり大学院）教授、同静岡サテライトキャンパス長。他
に、人を大切にする経営学会会長はじめ、国や県、市町、商工
会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。専門は
中小企業経営論・地域経済論・産業論。著書に『日本でいちば
ん大切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快進撃が続
くのか』（かんき出版）など。

１　開催日　平成29年１月12日（木）
　　　　　　　講演会　15：30～17：00
　　　　　　　祝賀会　17：30～19：30
２　主　催　長井商工会議所６部会

３　共　催　公益社団法人 長井法人会

４　会　場　タスパークホテル　

５　テーマ　「東京五輪で変わる！
　　　　　　　　日本経済と企業経営」

６　講　師　田
た

嶋
じま

 智
とも

太
た

郎
ろう

 氏
肩　書：株式会社アルフィナンツ代表取締役、経済アナリスト
略　歴：1964年　東京都生まれ。

慶應義塾大学卒業後、現三菱UFJモルガン・スタン
レー証券勤務を経て転身。
民間企業や金融機関、新聞社、自治体、各種商工団体
等の主催する講演会、セミナー、研修等の講師を務
め、年間の講演回数はおよそ100回前後、これまでの
累計講演回数は3,000回近くに上る。
これまでに、ＮＨＫ総合「くらしの経済」、テレビ朝日

「やじうまプラス」、ＢＳ朝日「サンデーオンライン」
主な著書：

「上昇する米国経済に乗って儲ける法」（自由国民社）
★最新刊

「株に成功する技術と失敗する心理」（KKベストセラー
ズ）

「硬派の戦略投資」（角川ＳＳＣ）
「ＦＸチャート『儲け』の方程式」（アルケミックス）
「はじめてのＦＸ『儲け』のコツ」（アルケミックス）
「日本経済沈没！今から資産を守る35の方法」（西東社）

ほか多数
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南長井駅

あやめ
公園駅

●
ジョイ●

長井市
道照寺平
スキー場

253

10

フラワー
長井線

287

287

平野小

252

11

11

長井駅

256

国土交通省
東北地方整備局
最上川ダム統合管理事務所
長井ダム管理支所

●龍神大橋は下から眺めても
　身がすくむ ●厳粛かつ清らかな黒獅子伝説

　発祥の地

◆住　　所　　山形県長井市平野字北脇ノ沢 4164-9
◆交通手段　　長井駅から車で 20 分（長井ダム管理支所まで）
◆おすすめの時間帯・天候　　早朝～昼・晴れ

●湖面広場から野川第２発電所の下を
　通り、ながい百秋湖への遊覧開始

　長井ダム（百秋湖）の上流部にある野川渓谷の一つで、花崗
岩が深く刻まれた高さ数十メートルの断崖絶壁が数百メートル
続く三淵渓谷。昼でも暗い静寂の空間は、人を寄せ付けない神
秘的空間となっている。約 1000 年前の豪族安倍貞任の娘、卯
の花姫が裏切られた恋慕と後悔の怨念を秘めて身を投じた場所
とも言われ、また長井に伝わる黒獅子舞のルーツ（奥の院）に
もなっており、地域から深く信仰されている神聖な地でもある。

応募者：佐藤　五郎 さん（長井市新町）　

観光資源発掘コンテスト

秋の最優秀賞「紅葉のながい百秋湖と三淵渓谷」
（平野地区）

見
つ
け
た

長
井四
季

秋
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